
会長就任のご挨拶

(公社)秋田県診療放射線技師会 会長 豊  嶋  英  仁
平素、県技師会活動にご協力をいただきあり

がとうございます。このたび、平成28。 29年度
の会長を拝命いたしましたので、ご挨拶を申し
上げます。
2年前に診療放射線技師法が一部改正されて、

以下の業務拡大がなされました。①CT・ MR
I検査等での自動注入器による造影斉1の注入、
②造影斉1注入後の針の抜針・止血、③下部消化
管検査の実施(カ テーテル挿入も含めて)、 ④画
像誘導放射線治療時の腸内ガスの吸引のための
チューブ挿入。
これらの業務を行うための絶対条件として、

医療安全を担保することが求められます。その
ためには、業務拡大に伴う必要な知識・技能を
習得することが厚生労働省から努力義務として
我々に課せられました。日本診療放射線技師会
は厚生労働省と協議の上、統一講習会を企画し、
全国都道府県診療放射線技師会と連携して2日
間にわたる「業務拡大に伴う統一講習会」を開催
している次第です。今年6月 初旬に開催された
日本診療放射線技師会 総会における中澤会長の
講話では、統一講習会を全国で200回 開催し、
修了者10,000名 を目指しておりました。秋田県
診療放射線技師会としても重要な取り組みとし
て認識しています。秋田県内では統一講習会を
今まで2回 開催し100名弱の修了者を輩出して
きました。今後は、受講制限を設けずに統一講
習会を継続して、200名 以上の修了者を目指す予
定です。
さて、現在の県技師会所属の会員数は350名

を越え、一時期に比べて少しずつ増加してきま
した。年代構成の割合を調べてみますと、60歳
代が50/0、  50歳代が21%、 40歳代力S21%、 30
歳代が22%、 20歳代が31%で した。以前に比
べると、若い世代が増加していることが判りま
した。この状況を踏まえて、当技師会の責務は、
若い世代の将来を見据えて情報の発信、スキル
アップの場の提供、そしてリーダー格の育成が
重要であると考えます。
若い世代を取り込んだ当技師会全体の活性化
は大きな課題です。常に進歩する医療界に従事
する診療放射線技師にとっては、学術研究。医療
安全的なスキルアップは第一に重要であり、さ
らにマネージメント業務も重要とされており、
これらをトータル的に取り組むことが必要です。
職場はどちらかと言えば縦社会であり、閉鎖空
間です。高度な画像診断機器を有する総合病院・
専門病院にあっても、クリニック・診療所や検診
施設にあっても志を高く維持することが大事で
す。そのために、職場に縛られずに他施設との
横のパイプを太く密にして、情報や知識を共有
してモチベーションを高めることが、延いては
職場全体のスキルアップに貢献し、患者・受診者
にメリットが生じると思います。このように県
民医療の向上に寄与するよう当技師会の活性化
に努めていきたいと考えております。
今後とも、皆様の当技師会へのご理解、ご協

力をお願いいたします。
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副会長 挨拶

渉

副会長職を拝命して

(公社)秋田県診療放射線技師会 副会長  り|| 又

この度、副会長への就任を仰せつかりまし
た川又でございます。
このような大役を仰せつかるには、甚だ微

力であります。大役を仰せつかる器ではない
ことは、自身がよく理解しております。選出
委員会よりご推薦いただきましたことは、甚
だ光栄に存じます。まだまだ未熟な若造では
ありますが、先輩各位ならびに会員の皆様の
ご指導・ご助言、ご協力をあおぎ、業務に邁
進してゆく決意であります。
今、診療放射線技師は転換期の真っただ中
におかれていると考えております。一昨年度、
数年ぶりに診療放射線技師法の改正、業務の
拡大が通知されました。秋田県としても、会
員のみならず未入会の技師も対象に合めて、
講習会を開催・企画しているところです。ひ
とり職場の環境も考え、日日開催(2週 に分

けて日曜日のみ開催)も 検討しております。
全国的には、国政に我々の声を届けようと

頑張つている診療放射線技師もおります。皆
様のお力、 1人 1人の行動が、大きな力とな
ります。一致団結して、診療放射線技師を更
なる高みに上げていかなければなりません。
私の役といたしまして、学術を担当するこ
ととなりました。情報畑が長いせいもあり、
学術関連分野にはすぐに溶け込めないような
気がしております。しかしながら、再び初心
に帰り、自らも学び、努力し、皆様とともに
理解し合い励まし合って、秋田県診療放射線
技師会のさらなる発展に寄与できればと考え
ております。
皆様方のあたたかいご理解とご協力を心か
らお願い申し上げ、就任のごあいさつと致し
ます。

新理事 挨拶
理事就任挨拶
平鹿総合病院の佐藤親生です。今回初め

て理事に就任させて頂 くことになりました。
今まで技師会の仕事をしておらず、ほと

んどお客さん状態で参加して来ました。こ
れからは、諸先輩方からご指導をいたださ

平鹿総合病院 佐 藤 親 生

ながら、技師会の行事や勉強会を大いに盛
り上げていきたいと思っています。微力な
がら一生懸命に頑張 りますので、これから
よろしくお願い致します。

菫
陪
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新理事 挨拶
理事に就任して
日本診療放射線技師会は、職能の発展の

ため技師法の改正を大きな仕事とし常々活
動してきています。法改正を進めるために
は、国会議員の存在がかかせません。 7月
10日 投開票の参議院選挙では、必ず診療放
射線技師の議員が誕生できると信じていま
す。
平成20。 21年 度以来、 7年 ぶ りの理事
となりました。公益法人として名称が変更
され、技師会総会及び活動も大きく様変わ
りしております。突然ですが、 ドラマ「フラ
ジャイル」ご覧になられたでしょうか。検査
技師が病棟検査技師として、救急患者の検
査内容などをD「 と意見交換している場面
がありました。われわれ診療放射線技師も
「読影の補助・検査等の説明・相談」という

畠も孫医師会病諄1菖1鷲LI保 雄
■
■

医政局長発の通知により診療放射線技師が
検査コメントを残している施設も多 くなつ
ていると聞いています。また、現在行われ
ている統一講習会により、静脈路に造影斉J
注入装置を接続する行為、抜針・止血、下
部消化管・ IGRTに おけるカテーテルか
らの空気吸引などの業務拡大がなされまし
た。他の職種も必死になり、いろんな取 り
組みが行われています。これからもチーム
医療における診療放射線技師の役割の幅を
広げ、社会的認知の向上に努めていかなけ
ればならないと思います。また、県北支部
としても総会、のしろ産業フェアー、ナイ
トセ ミナーと多 くの会員に参加していただ
きありがとうございます。今後も皆さんの
ご協力をお願いいたします。

理事就任の挨拶
秋田赤十字病院に在籍しています大隅康

之です。技師となつて20数年、技師会には
数多くの思いと愛着があります。矢嶋元会
長から前任の田口財務理事に至るまで、当
院と技師会は何かと縁があるようで様々な
活動を目にしてきました。以前行われてい
たレントゲン祭やナイ トセ ミナー・各部会
などの学術分野での施設間交流、また昨今
のネット環境の普及によりHPを 使い幅広
く県民への広報活動を行うなど、各支部を

1 秋田赤十字病院 大 ‐ 隅  康  之

含めた秋田県技師会は多岐にわたって活動
を展開していると認識しています。
今回理事として入閣したわけですが運営
に関しては分からないことばか りです。会
長・副会長はじめ、各専任理事の皆さまに
はご迷惑をかけるとは思いますが、自分な
りにお役に立てるよう心掛けていきたいと
思ってお ります。以後よろしくお願いしま
す。
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新理事 挨拶
理事就任挨拶|
本年度から理事を仰せつか りました。よ
ろしくお願い致します。
総会後の臨時理事会で柴田理事 (副 会長)

から、公益社団法人の説明があり、「会員み
んな社員であり、ここの理事はいわゆる経
営陣です」の言葉に事の重大さに改めて気づ
きました。いわゆる、会社組織と何ら変わ
りなく、公益を目的(営利追求ではなく)と
した団体 (会社)と いうことです。 (自 分にで
きるかなぁ・… が、正直なところでしたが)

先日第 2回理事会が開催され、前回から担
当されている理事の方々の報告などを伺っ

続墓畠部瀧1轟聰|二 i信
て、これは頑張つて責務を果たさなければ
という思いも出てきました。経営には全 く
の素人ですので前任の方々にご指導頂きな
がらまずは2年間やつていきたいと思いま
す。
秋田県診療放射線技師会 (会社)が公益社

団法人として活動することで、我々の会社
が社会的役割を果たし、会社が発展するこ
とは私たちの社員の誇 りにきつとなると思
います。そのためには社員皆様のご指導、
ご協力を仰ぎながら頑張 りますので、よろ
しくお願い致します。

■
■

理事就任にあたって
平成28・ 29年度の理事を務めさせていた

だ くことになりました雄勝中央病院の高橋
麻冴子 と申します。技師会に入つて、 まだ
10年足らずではありますが、足手まといに
ならないように精一杯やってみようと思っ
ています。
日本診療放射線技師会雑誌6月 号に掲載

されていたCherishの 会の記事をみました。
仕事や家庭はもちろん、自分自身も大切に
し、女性が活躍できるための環境や社会を

‐・  雄勝中央嘉諄 嗜 湾 襦 |■麻 冴 子

よりよくしていこうという意味のCherishだ
そうです。私自身もワークライフバランス
に悩んでいるところなので、同じような活
動が秋田県でも広がっていったらいいなと
思いながら記事を読みました。先日、理事
の仕事内容を聞いたらスケジュールがタイ
トだつたので、当面は自分のことだけで手
いっぱいになりそうです。右も左もわから
ず、まだ不安しかないですが、どうぞよろ
しくお願いします。
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新理事 挨拶

新理事就任のごあいさつ
この度、理事に承認いただきました、 J
CHO秋 田病院の平塚美由樹と申します。
(JCHOは 旧社会保険病院です)技師18年
目、中 1と 小 4の子を持つ母です。理事の
お話をいただいたとき、母業を理由にお断
りしようと思いましたが、手がかかつてい

た子供たちもいよいよ学業に力を入れてい
かなければいけない時期にな り、頑張る母
の姿を子供たちに見せ、一緒に勉強で きれ
ばと、お引き受けすることにいたしました。
私は若いころに県技師会主催の研修会に

行 く途中に追突事故を起こしたことがあっ

た り、他にもちょつとした トラウマがあっ
た り、そのうちに結婚 し、出産 し、土 曰く
らいは子育てしなければと、技師会の行事

新理事就任のご挨拶
この度秋田県診療放射線技師会の理事を

務めさせていただきます、秋田厚生連由利
組合総合病院の渡部桃子と申します。診療
放射線技師としての経験も浅いのですが、
諸先輩のお力をお借りして勉強させていた
だきたいと思つております。
これまで、秋田県診療放射線技師会の活

動に頻繁に参加することができずに過ごし
てまいりました。たぶん同じ職場の同年代、
もしくは後輩にあたる診療放射線技師も同

iCHO秋
甲 ,1平 |1督 美 由樹

や研修会には必要最小限しか参加してきま
せんでした。今回、「今度理事を引き受ける」
と、何人かの方に話したところ、皆さんが
すごく引いておられ、理事の皆さんの苦労
も知らず、大変なものを引き受けてしまっ
たのかと、大きな不安に駆られました。け
れども、先日の総会と学術大会に参加 し、
先輩理事の方々が楽しんで仕事をされてい
るのを感じ、私も、私なりに出来ることか
ら楽しんでさせていただければと、頑張る
決意をいたしました。
なるべ くご迷惑おかけしないように、務

めさせていただきたいと思います。皆様ご
指導よろしくお願いいたします。

由利組合総合
甲躊 琴 1響 | ツト1子

じような状況で、秋田県診療放射線技師会
というのは雲の上の存在という印象を持つ
ているかもしれません。そこで今回、私が
理事の仕事をさせていただけることとなり
ましたので、そのような印象を持っている
当院の診療放射線技師もたくさんの活動に
参加できるよう、情報伝達に力を入れてい
きたいと思つてお ります。 2年間よろしく
お願いいたします。
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この度は公益社団法人秋田県診療放射線技

師会藤原会長はじめ理事の皆様方の推薦によ

り、功労賞を受賞することができ恐縮すると

ともに大変名誉に存じます。

放射線技師となつて35年 あまりになります
が、県理事や県北運営委員を微力ながらも何

度か務めさせていただきました。最初の県理

事は平成 9、 10年度矢嶋会長時代で、会長の
強力なリーダーシップのもと懸案事項であり

ました自前の技師会研修センター・事務所を

完成させた時期でした。この時期はほかの理

事さんについていくのがやつとで、ほとんど

何もできず右往左往していた思い出がありま

す。2度 目は平成14～ 17年度で会長は相模
司氏でした。相模会長は被ばく低減に尽力さ
れた方で、管理士協議会の被ばくポケットガ

イドの作成や定款見直し委員会に若千ですが

関わらせていただきました。そして今回の3
度目では、 1、 2度 目とは年齢や立場が違い
一概に比較はできませんが、藤原会長のもと

業務執行理事として県北支部長と企画委員会
を担当し、他の理事さんとともに有意義に楽
しく活動させていただきました。理事を経験

して、これら多 くの諸先輩や他の会員 との交

流はとても大 きな財産になりました。皆さん

の中には「技師会役員は大変だな、よくわから

ないな」と思われるかもしれませんが、そんな

ことはあ りません。みな協力的です し、わか

らないことは気軽に教えて くれます。一度理

事会の輪の中に入ってみることをお勧めしま

す。

秋放技は58歳以上の会費値下げや初年度入
会金無料などの施策により組織強化を目指し
ており、研修会などにできるだけ参加しやす
い環境づくりに努めております。この賞を受
けて今後とも微力ながら秋放技の活動に協力
していく所存ですし、これからは後進の育成
に重点をシフトして活動したいと思っており
ます。
最後になりますが、推薦していただいた藤

原会長はじめ理事の皆様方、県北支部会員並
びに役員の方々、北秋田市民病院放射線科ス

タッフに心より感~al申 し上げるとともに、公
益社団法人秋田県診療放射線技師会のますま
すの発展を祈念しお礼の言葉といたします。

様
様

晴
夫

義
邦

藤
山

佐
郡

平
齊
工
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場 功労賞の表彰終

この度の社員総会で功労賞をいただきまし
た。皆様にはお礼申し上げます。
4年前、AART理 事と県南支部長の役を

受けました。それまで特段積極的に技師会活
動に携わつていた訳でも無 く、当時の会長で

あった土佐さんを始め役員の方々に乗つかつ

て行ければいいやとの開き直つた気持ちで向
かいました。

初めてのAART理 事会で、土佐会長が「現
状の診療放射線技師の身分では満足できない、
技師法も今の働き方に合つていない、そこを

変えないといけない。その為には、個々の会
員は研修を積んで強 くならなければいけな
い。」と、話されたことを記憶しています。そ
の為に技師会活動がある。その考えを基に理

事会は、様々な講習会等の企画また、AAR
Tを公益法人化し県民、会員ともにメリット
を享受できるシステムの維持と運営をする事
でした。言葉にするのは簡単ですが、特に実
務を執 り行った業務執行理事の方々は大変な
労力と時間を使い奮闘し、ご苦労されている
ことを肌身で知りました。無力な私は足を引つ

張らないようにしようとだけ思い活動して来
ました。

支部長という事で年頭のAART会 誌には、
年頭所感の執筆を広報部から依頼されます。
この会誌は、公称発行部数600部 で県内高校
の進路指導室ゃ図書館を始め様々なところヘ

配布され、しかも顔写真付きです。元々作文
が苦手な上に、大それた発想力もない私は、
発行部数を聞いた途端緊張し何を書けばいい

か分からなくなり、この4年間は原稿締め切
りの12月 が近づ くと憂鬱になりました。参考
になるものは無いか、世の人々はどんな文章

書 くのかと思い、新聞のコラムや社説を以前
よりも読むようにしました。でもこれも簡単
にはどうにもなりません。センスと物事に対
し深い知見が無いと書けないと打ちのめされ、
かと言つてパクリもいけませんし、自分なり
に日頃の思いを書くしかないと観念しました。
今思うと内容が会誌の趣旨にマッチしていな
かった感が否めません。
理事をやらせていただいて良かつたことは、

活動を通して旧知の理事の方々には助けても

らいありがたいなと感じ、他院に勤務する理

事の方々と一緒に活動をする中で意見や情報
を交換し、刺激し合えた事です。4年間はあつ
という間で、会長を始め難儀されている理事
の方々はどうやつて仕事と両立しているのだ

ろう?忙 しい人程充実して良い仕事をして信

頼につながるのだなと実感しました。
これからは、一会員としてまだまだ技師会

にお世話になります。同僚の若手会員の尻を
たたいて技師会活動へ向かわせるのが私の任

務かなと勝手に思っています。今後とも宜し

くお願い致します。
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まずは、会員の皆様に受賞に際してお礼の

ご挨拶を申し上げます。私のような者が功労

賞をいただけるなんて、思いもよらないこと

で驚きました。今までに受賞された方々は技

師会に対する貢献度に疑う余地のない人ばか

りでした。それに比べ、私などは県南支部・

県技師会で役員 。理事を長年務めさせてはい

ただきましたが、実績が乏しく恥ずかしいば

かりです。

小さな病院勤務しか経験のない私は、診療

放射線技師としての知識・技術のみならず、
コミュニケーションスキルや一般的な医療知

識などを当技師会から大いに教わつたと感じ

ております。全てが積極的な参加ではありま

せんでした。役員だから、理事だから参加し

なくてはと思い研修会に参加したこともあり

ました。しかし、参加することで得た事が必

ずありました。医療機関にCTが導入され30
年を超えました。その後はMRI、 超音波装

置も加わり診療放射線技師の業務内容も大き

く変わりました。検査法や撮影技術、必要と

される病理・解剖の知識など、個人学習では

習得が困難なことが、診療放射線技師会の研

修等によリタイムリーに会得できました。小

規模病院では経験が難しい、核医学・放射線

治療 ,循環器撮影などの最新の知識が得られ
たことは、患者さんからの病気相談の際に大

いに役立ちました。昨今、医療と事故、訴訟

といつた問題も他人事ではありません。医療

安全・感染対策 。医療機器の点検など、目を

そらしがちな内容も取 り上げ、時代背景を考

慮した研修は、患者さんばかりでなく自分自

身を守る研修でもあつたと思つてお ります。

技師会活動に参加することで、医療従事者と

してのかけがえのない財産が形成されたと

言つても過言ではありません。

人気番組「笑点」では司会の歌丸師匠が勇退

されました。番組スター トから50年間活躍し
ての引退でした。テレビッ子、落語好きの私

が、時を同じくして功労賞をいただきました。

全 く異質の事柄でありますが、過去を振 り返

り、感慨深い受賞となりました。

総会後の理事挨拶でもお話をさせて頂きま

したが、今後は自己の成長ばかりでなく、技

師会で得られた知識 。技術を微力ながらも現

場にフィー ドバックできるように努めたいと

思っております。会員の皆様にお礼を申し上

げますとともに、秋田県診療放射線技師会の

ますますの発展をお祈り申しあげます。
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ら 功労賞の表彰 る

功労賞を受賞して

今回、公益社団法人秋田県診療放射線技師会
功労賞と栄誉ある賞をいただきあ りがとうござ
います。私は昭和58年に診療放射線技師免許を
取得 し、翌年に当時の日本放射線技師会及び秋
田県放射線技師会に入会いたしました。その当
時は一人勤務の病院にて仕事をしていましたが、
当時の体みは週休 1日制で土曜日も17時 まで勤
務 しその他に月 1回 の休みがあ りましたが、県
南支部の研修会や総会は土曜日の午後からでし
たので何とか参加出来 ました。 しか し、県の研
修会及び総会は秋田市で行われていまして当時
高速道路 もなかった時代でしたので、勤務先か
ら秋田市まで約 3時間程かか りほとんど参加 し
た記憶があ りませんで した。ただ県南支部の研
修会や総会には参加していまして一人勤務の技
師ということで県南の施設の先輩技師の方々に
は大変かわいがわれ大変お世話になりました。
社会人になってからの基礎は勤務先の大先輩

技師である故佐藤長太郎さんに一か月間の申し
送 り期間に色々と教わ りました。また故佐藤長
太郎さんが退職されてからもよく自宅を訪間し
て撮影技術や悩み事にも相談にのっていただき
ました。県南支部で も研修会の後の懇親会にて
県南の施設の先輩技師の方々に悩み事を相談 し
ても快 く相談にのっていただいて大変心強かっ
た思い出があ ります。県南支部は研修会 も総会
も懇親会 も参加率が高 く今思えば若いころは県
南の施設の先輩技師の方々に育てていただいた
事に大変感謝 しています。
その後ご縁があ りまして県外の施設に一時お
II話 にな りましたが、平成 4年 4月 に現在勤務
している市立横手病院に勤務する事にな りまし
た。当時本宮匡純 さんが技師長をされていて、
また県技師会の監事をされていましたので県技
師会の動向をリアルタイムで知ることが出来た
せいか、 この頃から県技師会主催の研修会、総
会に参加するようにな りました。研修会の内容
も技師が講師の講演 (以 前は、医師、医療機器
メーカーの技術者、薬斉1メ ーカーの学術担当の
講師の先生方が主)を 聞 く機会が多 くなった記
憶があ ります。県技師会では矢嶋会長の時代で
社団法人格の取得、秋田市での全国放射線技師
総合学術大会への役員としての参加、 (社 )秋 田
県放射線技師会の独立事務所取得の為の拠出金
を提出し、やっと自分たちの独立事務所が確保

市立横手病院 郡 山 邦 夫

でき、ようや く団体として一人前になりうれし
かった思い出があります。
また平成12年に当施設の藤原理吉技師長が県

南支部長になってからは私が県南支部事務局長、
法花堂学さんが会計担当に任命されました。そ
のときはまず県南支部で学術大会を行いたいと
いうことで各施設から演題を集めたり、その当
時の話題のCRについてのシンポジウムを行っ
たりしました。それと東京から菅和雄先生をお
呼びし腹部エコーの実践講義を行つていただい
たりしました。また県南総会学術大会を県技師
会、技術学会東北部会のように一泊で企画し、
横手かんぽの宿で一回、湯沢温泉で2回企画し
夜遅 くまで酒を飲みながら色々と県南支部会員
や当時の矢嶋県技師会会長とディスカッション
した思い出が昨日のように思い出されます。県
南支部の事務局長の任期が終わり2年後に、今
度は県理事2期 4年 と県南支部役員5期 10年を
やらせていただきました。その任期の間に(社 )

日本放射線技術学会東北部会学術大会及び (社 )

日本放射線技術学会秋季秋田大会の実行委員会
の委員としての参加を経験させていただき大変
思い出に残 りました。県南支部では主に学術担
当をしていましたが、最近では研修会、学術大
会の演題を集めるにも、また座長をお願いする
にも簡単に引き受けていただき、最近の若い診
療放射線技師は目的をもつてなるべ くしてなっ
たという印象があります。
これからの若い技師に期待することは放射線

診療についてしっかり実践及び説明できる事 (私
の近所の方に放射線検査はコンピュータで出来
るので誰でも簡単に出来るという人がまだいま
すが、皆様の近くにもいるかもしれません)。 ま
た機会がありましたら、薬剤師、看護師、 リハ
ビリ関係職種の方々、栄養士の方々と同じよう
に一般市民の前で市民医学講座のような形で講
演ができるスキルを身に着けていただきたいと
思います。最後に、だれでも出来るスイッチO
Nだ けではなく、せめて市民の為に知識で医療
被ばく相談にのれるようなスキルを身に着けて
いただきたいと思います。とりあえず 9月 3日
(土 )に AUにて放射線安全管理セ ミナーが開催
されますので、ご自身の医療被ばく説明相談実
施の理論武装の為にも是非参加して下さいます
ようご案内申し上げます。
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この度、第76回 (公社)秋田県診療放射線技

師会 定時社員総会におきまして学術功労表
彰を頂き、心より感謝申し上げます。受賞に

あたり推薦頂きました公益社団法人秋田県診

療放射線技師会会長はじめ、理事の皆様方に

心より御礼申し上げます。

過去に学術功労賞を受賞された方々は学術

的に大きな成果を上げた方ばかりなので、私

のようなものが受賞していいものかと恐縮し

きりであります。

今回の受賞の理由ですが「秋田県診療放射線

技師会主催の研修会において、その運営に関

わり会員の知識や技術の習得に尽力された」と

のことでありました。

振 り返 りますと昨年は秋田CTテ クノロ

ジーフォーラム、東北CT技術研究会といっ
た規模の大きい研究会で当番世話人として企

画運営に関わり、盛況に終わることが出来ま

した。とても大変でしたが本当に充実した一

年を過ごすことができました。

また、秋田市内の病院でCTに興味を持っ

ている方を対象に、秋田CT研究会を4ヶ 月
に 1回のペースで開催しておりますが、その

お手伝いもさせて頂いております。

最近では、県技師会の放射線安全管理委員

会の委員として、CTだけでなく様々なモダ

リティに関しての活動にも携わらせて頂いて

おります。

皆様も同じかと思いますが、仕事をしてい

ると自施設では解決できない様々な疑間が生

じます。最新の知識の習得や得た知識の再確

認も必要です。そういう理由から以前より県

技師会主催の研修会に参加していましたし、

最近では県内だけではなく県外の様々な学会

や研究会に参加するようにしております。

このように様々な活動を通じて多くの方々

と交流を持つことができました。これは私に

とつてかけがえのない財産であります。これ

も秋田県診療放射線技師会を通じて知り合え

た諸先輩や仲間がいなければ不可能であつた

と思います。私も入職してから20年を過ぎ、

職業人として折り返し地点を過ぎました。今

後は諸先輩方のように後進の育成にも関わつ

ていきたいと考えております。

最後になりますが、これからも本会の発展

に微力ながら協力して参りますので、今後と

も皆様方より尚一層のご指導ご鞭撻を賜りま

すようよろしくお願い申し上げます。
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定時社員総会・特別講演報告
市立秋田総合病院 田 村 博 文

平成28年 5月 21回 (土 )、 にぎわい交流館 (A
U)3階多日的ホールにて、第761JI定 時社員総会
が開催された。今年は、同日に同場所において、
フレッシャーズセ ミナーとシミュレーションソ
フ トを用いた被ば く線量推定セ ミナーが開催さ
れたこともあって、多くの会員の出席があった。
総会に先立ち、功労賞・学術功労賞の表彰式

が行われ、功労賞には4名、学術功労賞には 1

名、計 5名 の会員が表彰 された。受賞された会
員は、今 まで長年にわた り秋田県診療放射線技
師会にご尽力されてきた方々ばかりであつた。
表彰式終 J′ 後、定亥1に な り、 111鳴 高1会長の り‖

会の辞により、定時社員総会が開会 した。はじ
めに、藤原会長より挨拶があ り、続いて資格審
査委員、社員総会運営委員が指名され、出席会
員により承認された.議長には本谷弘幸会員と
鈴木準会〕1が選任され、資格審 ri委 員1に より総
会成 ウiが報告された。総会役員が指名され承認
された後、 |IL速 、各議案が審議 された。議長の
スムーズな進行 もあ り、第 1号議案から第 6号
議案まですべて、賛成多数により承認 された。
第6号議案平成28・ 29年度役員等の選任に関す

機綺懸政田県び歿撤鰺
~球

76霧 優鷲社員総会工te3三度攣籍大会 学拷議湊会い~:な|‐ 1驚
~

畿
餃
Ｌ
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る件では、新理事 7名 を含む役員の方々が承認
された。新理事の皆様には、今後の活躍を期待
したい。
定時社員総会終了後には特別講演が開催され、

「診療放射線技師の将来像」と題 して、日本診療
放射線技師会の中澤靖夫会長より講演を頂いた。
中澤会長は、熊本地震に関する取 り組みをはじ
めに、放射線治療スタッフの定数化・放射線関
連機器の安全管理・国家試験委員会の構成につ
いて・臨床実習の在 り方・バングラディッシュ

支援活動・診療放射線技師法の改正・診療放射
線技師制度に関する懇話会・新 しい生涯学習シ
ステムの考え方・診療放射線技師の将来 まで、
非常にわか りやす く述べ られた。特に、放射線
治療スタッフの定数化においては、診療放射線
技師二人体制 (ダ ブルチェック)の重要性、放射
線治療専門技師・放射線治療品質管理士の適正

配置について述べ られ、私 も、放射線治療に携
わる一人の診療放射線技師として、いかにダブ
ルチェックが重要であるかを感 じた。今後は、
治療業務・検証作業間わず、ダブルチェックが
必ず行えるような業務体制作 りが必要であると
感じた。また、診療放射線技師法の改正におい
ては、医療安全のために疑義照会業務を取 り入
れていきたいと述べられた。疑義照会に関して
は、当院でも議論され、検査または治療依頼に
おいて、疑わしい点があるときは、医師等に必
ず確認するようにルール化されたところである。
今後も疑義照会を進めて行き、それに付随した
インシデントレポー ト報告も行うことが重要で
あると感じた。多岐にわたる非常に詳しい内容
の講演であったが、会員の熱心に聞き入る姿が
印象的であった。
特別講演終了後は、中澤会長・小田理事を来

賓にお招きし、秋田ビューホテルにおいて、情
報交換会が開かれた。毎年恒例となった表彰受
賞者のスピーチと、初企画であろう若手診療放
射線技師の自己紹介等があり、盛会に終わった。
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平成28年度
学術大会 ,学術講演会報告 市立秋田総合病院 石 塚 康 裕

平成28年 5月 21日 (土)、 22日 (日 )の 2日 間、に
ぎわい交流館AUの多目的ホールにて平成28年度
(公社)秋田県診療放射線技師会学術大会並びに学
術講演会が開催されました。個人的に大会会場が
フォーラム・アキタから変更になつたときは、慣れ
ない感じがあったものですが、最近ではすっかり
ホーム感を感じられるようになりました。
会員発表の演題数は昨年よりも増えて、特別講演

後に9題、翌日に21題 と2日 間にわたって計30題
の発表となりました。
学術大会は各セッションにおいて、演者の日頃の

業務における創意工夫、より良い検査を行おうとい
う情熱を感じられるものでした。それに応えるよう
に会場からの質問も数多く、演者 。参加者とも非常
に有意義な大会になつたのではないかと思います。
学術大会終了後には第一三共株式会社と共催のラ
ンチョンセミナーがあり、造影剤に関する情報提供
が行われました。
その後はNPO日本胃がん予知・診断 。治療研究

機構の笹島雅彦先生から『ピロリ菌感染を考慮した
胃がん検診と、その運用』と題した御講演をいただ
きました。ピロリ菌と胃がんの関係についてはあま
り知識がなかつたのですが、胃がんリスク検診と組
み合わせることで胃X線検査もより有用性を増して
いくというお話は大変勉強になりました。
年々演題数が増え盛況を呈していく中で、来年以
降どうなっていくのか、期待のもてる今回の学術大
会だったと思います。
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中央支部第 2回ナイトセミナーを終えて
秋田大学医学部附属病院 谷 口 直 人

平成27年度第2回ナイトセミナーを 1月 29日
に行つた。今回は「肺」をテーマに術前検査 (肺動
静脈分離3D画像)の造影方法と画像処理につい
て中通総合病院と大学病院での工夫を紹介して
いただいた。また、教育講演として秋田大学呼
吸器外科准教授 齋藤 元先生より肺がん手術
シミュレーションとして、どのように3D画像
が活用され、どのようなポイントに注視してい
るのか、お話ししていただいた。
近年、 CT検 査は術前シ ミュレーシ ョン画

像 とし重要なものとなって きている。肝臓の
VolumetI｀y画像 もその一つで、その重要性から
先進医療から診療報Elllの 画像等手術支援加算に
掲載されるに至っている。齋藤先生のお話では、
このような術前 3D画像は外科系医師にとって
無 くてはならないものになりつつあり、その適
用術式 (臓器)は今後拡大されるだろうと推測さ
れた。各施設で医師とのコミュニケーションを
取 りながら、それら画像がより活用される、役
に立つ方法を検討する意義は十分にあると思う。
当院では3DPDFを 医師に提供することで術
前シミュレーションの簡便さを図つている。現
在、各WSメ ーカーも3D画像の観察に自由度
を持たせた手法を提供すべ く検討しているとの

ことである。
周知のように当院では3Dプ リンターによる

臓器模型の提供も行つている。画像も模型も私
たち技師の手による造作物である。色使いもま
た抽出の細かさも手がけた技師の主観に左右さ
れることは言うまでも無い。しかし、逆に誰が
作つても同じ精度で血管や臓器を抽出し、作成
されるのが本来の姿である。そのため、臓器ご
との自動抽出技術は今後発展することと思う。
そのことを表すように3Dプ リンターの世界
では「3 D Fab(rication)」 という言葉がある。
Fabricationに は、 物てブく り、 ま,セ は:彗 ′卜とい
う意味があり、まさしく贋作作りであると思う。
如何に本物と同じ画像を、造形物を作るか、全
てはそこに行き着 く。より正確な血管や臓器の
抽出が術前シミュレーションには最も重要であ
り、その努力は、手術時間の短縮や予期せぬ事
故対応を簡便にし、執刀医師を通じて患者個々
人に還元される。技師の底力が試されているの
かもしれません。
次年度以降もこのような企画を運営委員の皆
さんと考え、支部活動を行つて参 ります。今後
とも皆さんのご参加ならびにご協力をよろしく
お願いいたします。



AART NEWS 秋放技ニュース 通巻64 (15)

マネージメント研修会に参加 して

市立田沢湖病院 齊 藤 龍 晴

近年、医療を取 り巻 く環境は厳しくなる一方
である。「人・物・金 。時間・空間・情報」

管理されるべき事項が非常に多い。各医療機
関で起こるさまざまな問題、医師看護師不足、
医療機器の更新ができない、予算不足、物品倉
庫がない、待ち時間が長い、個人情報が漏れた

などなど。上記のいずれかに起因し、また複数
の事項にまたが りながら発生 し単純でない事も

多い。今回の研修である医療安全管理に関する

問題も色々な要因の重なりで生 じているようで

ある。

講演では、損保ジャパンの大賀祐典氏から医

療安全を概論的かつ法的立場から伺つた。誰も
が感じるように医療訴訟はメディアでことさら

大きく取 り上げられることが多い。特に医療側
の敗訴となれば鬼の首を取つたほどに誇張され
た文面になることも珍しくない。統計的に医療

訴訟においては、その8割 は医療側が勝訴して
いるという。そんな現実があるからこそ敗訴時
には大変な話題として取り上げられるのだろう。
しかし、本当に医療側の勝訴が当然ともいえる

社会であろうか。講師は、「訴訟は多いが裁判
の途中で和解となる事例が圧倒的に多 く、判決
を待つて勝訴と言える訴訟は多 くはない。和解
では医療側の過失などが理由にあげられ、主に

金銭で損害賠償が行われている。そのため、和
解に至った場合には勝利とは言い難いものも多
い。」と言う。また、「裁判においては上告の繰 り
返しなどもあり、結審までの長い争いが展開さ

れる。原告・被告のどちらにも過度の疲労が蓄

積される。敗訴ならなおさら、たとえ勝訴となっ

ても、虚しさが残 り、達成感はなく、不毛であ
る。」とも言われた。

医療関係者で医療訴訟まで至らないが、医療

事故に遭遇した職員 もいると思う。昨今、診療

放射線技師が関与した胃透視検診中の事故及び

核医学検査中の事故で、それぞれ女性 1名 が亡
くなつている。県内でも医療安全に関しては事

故防止に力が入れられている。 3施設からの発
表では、どの施設も積極的に活動されていて素

晴らしいと感じた。施設の特色に配慮された医

療安全対策が施されていた。「医療安全は終わり
のない戦い」ともいわれるだけあつて、どの施設

も現段階で満足することなく改善後も更なる改

善を見据え実施する前向きな心構えも感じられ
た。

秋元医療安全管理者からは、国内での医療安

全の歴史からヒューマンエラー・KYTな ど広
い範囲にわたり講演を受けた。私なりに医療安
全について学習しているつ もりではあつたが、

実際に起こつた事故の詳細や改善事例を聞 くこ

とにより、自分の知識の薄さを指摘されたよう
でもあつた。最後に、NTT東 日本病院元院長
の言葉が紹介された。「あなたの勤務している病

院は自分の家族を診てもらいたい病院ですか。

あなたは自信をもって薦められますか。」意味深
い言葉に感じられた。我々は、「当然、当たり前
のことです。」と言える職場作 りに貢献していか

なければならない。
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シミュレーションソフトを用いた
被ばく線量推定セミナーに参加して

秋田県立リノヽビリテーション・精神医療センター 佐 藤 亜結子

セミナー参加の理由は、CTの線量アンケー ト
に参加したこともきつかけの一つです。
DRLと 自施設の撮影条件等の比較は行つて

おりましたが、被ばく線量低減と画質の担保のバ
ランスをどう考えたらよいのか、そこからさらに
一歩やるべきことは、何か?を求めて参加しまし
た。
当施設は、リハ、精神、認知症が主な診療科で

あり、CTの約6割が頭部、年齢は60～ 90代、
中でも80代のCTを 多く実施していました。ア
ンケー ト回答することは、自施設の特徴を再確認
することにつながりました。
頭部撮影で仰臥位困難 (後屈大)は、水晶体被ば
くとなり、被ばく低減の観点からジレンマを持ち
ながら撮影をしています (高齢者には寝台に寝ら
れるだけで素晴らしい |と 感じさせる状態の方に
接することが多々あります)。

胸腹部撮影での上肢挙上不可などは肝臓 SD
測定でアーチファクトとなり、データとしてはS
D上昇となることや、高齢者が多いため、基準体
重 (55kg、 65kg)の 対象データが少ないことで、
データ集めに苦労しました。
私は、DRLが 出されて始めは被ばく低減に

意識が傾き、次の段階では臨床画像に意識が向き
ました。ルーチンの条件といつても、先に述べた
様々な要因で低下した画質から病変を指摘できる
か、見落としされないか、そして線量低減ばかり
を求めることも良くないなと漠然と考えていたと
ころでした。
今回楽しみにしていた被ばく線量推計ソフトの

話題は、CT検査での被ばく相談の場面など、日
的臓器の数値mGyを 示すことで、被ばくによる
影響の説明に役立ちそうだということにも気が付
くことが出来ました。私はこれまで、被ばく相談
をされるという経験が少なかったけれども、医療
放射線の専門職として診療放射線技師が任せられ
ていた(や っててあたりまえ)こ となのかもしれな
いという思いを新たにしました。
DRLと 県内や自施設の線量状況を確認して

いくこと、シミュレーションソフトの利用による
ばく線量の理解は、(推計、検証、線量低減、画
質の担保、患者様への被ばく影響の説明等)今後、
一歩進むためのPDCAサ イクルの原動力となり
大変有意義でした。講師やトレーニングサポート
として携わってくださつた方々には感謝申し上げ
ます。ありがとうございました。
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母 の 日 キ ヤ ン ペ ー ン

市立大森病院  高  橋  あ ゆみ
院の診療放射線技師の方、県庁の方、秋[|1入学の
看護科の学生の方や先生、もりつちなど、様々な
方々とも交流することができ、とても貴重な経験
をさせていただけたと思いますc

これからもこのような機会があったらまたぜひ
参加し、乳がんの啓発活動に貢献していけたらと
思いましたc

確
率「一」

母の日キャンペーンin AKITA 2016に参カロして

|`′ 成28年 5月 811に 秋田駅itに て行われまし
た、母の日キャンペーンの一環である乳がん啓発
キャンペーンに参加してきました。
当日は準備の段階から参加し、乳がんのセル

フチェックシー トやあけぼの会についての用紙を
ポケットティッシュに入れて、救理についてのチ
ラシと共に配布を行いました。あけぼの会の方々
や秋汁1赤 |^字病院の看護師さんたちを始め、他病

フレッシャーズ・ リフレッシャーズ
セ ミナーに参加 して

5月 21日 に開催 され た平成28年 度 フ レ ッ
シャーズ・リフレッシャーズセ ミナーに参加さ
せていただきました。
セ ミナー )11日 には接遇・医療コミュニケーショ
ンを始めとし、脳神経についての臨床的な病気
の理解について、医療安全について、そして技
師会の役割・被ば く低減について医療人 として
の基礎的なことや診療放射線技師としての心が
けを学ぶ ことがで きました。私は仕事を初めて
2年 日で参加させていただきましたが改めて意
識しなければならないことが多く、 また1晰F床 的
な知識 も深めることがで き貴重な経験 とな りま
した。
特に脳神経についての病気の理解についての

話ではCTと MRIで の脳卒中の所見について
お話 していただき大変勉強にな りました。それ
ぞれのモダリティでの脳出血 と脳梗案の所見や
発症時からの1時 1嗣 経過による変化を実際の両i像
を見ながらわか りやす く説明していただきまし
た。今後の臨床に11か していきたいと思います。

市立秋田総合病院 高 橋 萌 子

また、技師会の役害1・ 被ば く低減のお話 しの
中で防護の最適化について改めて考えることが
できましたこ型、たち診療放射線技訓iは 診困iに 適
りjな 画像を提供 しながらも、患者さんへの被ば
く最小限に抑えることを常に考えなければいけ
ないということを再認識することができました。
このセ ミナーで勉強させていただいたことを

日々の業務に生かし、精進 していきたいと思い
ます。今回このような貴重な機会を与えていた
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～中央支部ア

3月 17日 の今年度支部活動報告ならびにシンポジウムを前に、支部内各施設に認定資格や専門
資格の取得状況について施設内の会員・非会員問わず、技師全員の調査を実施した。支部内16施
設の139名 より回答を得た。
今回行ったアンケー トは、各施設で診療放射線技師として活躍する上で、スキルアップやレベ

ルアップ、または業務上必要とされる資格がどのような年代で取得しているのかを調べるととも
に、未だ受講資格を得ていない25歳以下の仲間がどのような目標を立てているのかを知るために
行つた。
現在、診療放射線技師の免許を持ち、業務に従事し取得できる資格は数多くある。今回はその
中から直接関わりのある資格を選別し、回答していただいた。これらの他にも試験が難しかつた
り、学歴に関わるものであつたり、他の職種でも取得可能なものもあつたが、皆さんが実務をこ
なしていく上でのスキルアップやレベルアップのための目標になる資格を中心に選んだ。皆さん
の参考になればと思う。
アンケートは
1.回答者の年齢構成
2.現在取得している資格について
3.取得後、更新したあるいは更新の予定について
4.今後、チャレンジしたい資格について
上記4項 目について質問した。以下にアンケート結果について報告する。

アンケート結果
1.年齢構成
<施設ごとの年齢構成>

・15名以上の施設では各年代の技師で構成されていた。
・15名以上の施設の中で30歳代の構成害」合が高く、40歳代が低い施設がみられた。
・15名以下の施設では、年齢構成に偏りがあつた。
※年代は～ 50歳までは5歳区切り、51歳～は10歳区切りとなつていることに注意 |
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||||161歳 ～
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<性別 >

～25歳   26～ 30歳  31～35歳   36～40歳  41～45歳   46～50歳  51～ 60歳   61歳～
・年代別に性別を表している。
・31歳～ 35歳の人数が最も多く、女性の数も多い。
・46歳～ 50歳の人数が少ない。

現在取得している資格について
<年代別・資格別>
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・各資格において30～ 45歳代の取得が多い。
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下のグラフは、前のグラフを各年代別に、各資格の取得割合で表したグラフである。
70%

「X tt C丁 」「マンモグラフィー」の取得者は各年代で特に多い。
専門資格は35歳以上の取得者が多い
」AR下 の認定資格は40歳代以上で多く、それ以下の年代には取得者がいない。

下のグラフは、各年代毎に取得した資格数をその人数で割つたものである。
300%

200%

150%

100%

50%

0%
～25歳   26～ 30歳   31～ 35歳   36～ 40歳   41～ 45歳  46～ 50歳   51～ 60歳   61歳 ～

・41～ 45歳が最も資格の取得率が高く、平均して2.5の資格を持つていた。
・36～ 40歳、46～ 50歳が次に取得率が高く、平均して1,75の資格を持つていた
・26～ 30歳も約半数が何かしらの資格を持つていた。

||～ 2蹴  □ 26～3哺  ■ 31～35歳  ■ 36～4嘘  国 41～4蹴  ■ 46～ 5哺  国 51～60歳  ■ 61歳～
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3.取得後、更新したあるいは更新の予定について

上は取得した資格を更新した、あるいは今後更新を予定している人の資格別・年代別のグラフである。
下は更新を予定していない資格とその年代を表す。

・資格取得者の多い「XttC T」 「マンモグラフイー」で更新を予定しない人が多かつた。
・31～ 40歳代の更新を予定していない人が多く、特に「血管撮影」ではその数が多かつた。
・40歳代の 」ART資 格の更新を予定していない人も多かつた。
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4.今後、チャレンジしたい資格について
下のグラフは今後挑戦してみたい資格を資格別 。年代別に表した。
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・～30歳で各資格の取得を考えている人が多かつた。
・「X tt C丁 」では～40歳で多く、そのほとんどは～30歳であつた。
・専門技師の「核医学」で31～ 35歳の取得を考えている人が多くいた。
・同じ専門技師として「治療」で～30歳の取得を考えている人が多くいた。

下のグラフは、1.～ 3.をまとめたものである。

～25歳  26～ 30歳  31～ 35歳  36～40歳  41～ 45歳  46～50歳  51～ 60歳  61歳 ～

|1挑戦者 E]更 新 継続予定  |1取 得者

・資格取得者の内、更新済み・予定者と今後取得に向け挑戦しようとしている人の合計が～ 35歳で多かつた。
・36歳～は逆に合計数が減る傾向にあつた。
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腱 鼠議鐵 51～60歳

||||146～ 50歳

-41～
45歳

||||136～ 40歳

-31～ 35歳

|    126～ 30歳

||||:～ 25歳
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5。 まとめ
各年代別にアンケー トをまとめてみて、各資格には「勤務年数 5年以上」などの条件があり、

～ 30歳代の人たちはこれから取得を目指して頑張ろうという意気込みが感じられた。また、31
～ 40歳は2つ 目、3つ 目の資格取得に励んでいる様子が伺えた。41～ 50歳では、おそらく各
施設の主任クラスとしての立場になり、各モダリティーの責任者としてその資格を職場のため
に生かしていることと思われる。
このように診療放射線技師と言う国家資格を持ちながら、各モダリティーや分野で活躍す

るためにスキルアップの証明書として、認定資格 。専門資格ができたのは、「検診マンモグラ
フィー撮影診療放射線技師」が走りであつたと思う。無ければ検査ができないわけではなく、社
会的に認められる手段としての資格でもあるように思えるが、是非、このような資格をお持ち
の方々には研究会や学会、県技師会で先導者として引っ張つていくことをお願いしたいと思う。
基本的知識から最新の知識と進歩の激しい時代であればこそ、このような資格取得者には期待
したいと思う。そして秋田県のレベルアップを達成していただきたいと思う。

<謝辞>
本アンケートにご協力いただきました施設をご紹介し、感謝申し上げます。
ありがとうございました。

アンケー ト回答施設名

・市立秋田総合病院  ・秋田県総合保健事業団中央検診センター
・由利組合総合病院  ・秋田赤十字病院  ・秋田厚生医療センター
・御野場病院  ・秋田県立リハビリテーション・精神医療センター
・秋田県立脳血管研究センター ・秋田大学医学部附属病院
・細谷病院  ・藤原記念病院  ・中通総合病院  ・湖東厚生病院
・男鹿みなと市民病院  。本荘第一病院  ・秋田県立医療療育センター
以上16施設

(技師数会員・非会員合わせて139名 )

(23)
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﹈目（
〈一蚕 1冑 幸辰
(平成28年 6月 30日 現在)

【会員数】 347名 (正会員345名、名誉会員2名、賛助会員:26社 )

県北支部:93名、中央支部:167名、県南支部:87名
※会員情報(住所 氏名 勤務先等)の変更は、日本診療放射線技師会のホームベージにて
手続きをお願い致します。

慣考f鈍 メーノし会員登録のお願い
現在、登録者数は約50%と 、伸び悩んでいます。すで

に、ペーバーレス化が進み、紙面での通矢0は 限定されて
きています。当技師会から会員の皆様への連絡を迅速か
つ広くお伝えするために、メール会員の登録をお願いい
たします。施設単位ではなく、会員個々の登録となりま
す。携帯メールでの登録も可能です。登録者数を80%ま
で弓き上げるために、登録をお願いいたします。

登録先メール :akita@aart.ip
「メール会員登録希望」と記載してください。

メール会員数 :登録件数は193件

ご案内 警 今年のピンクリボンキャンペーンの
開催日が決定しました。

● 平成28年 11月 6日 日曜日
● アリレヴェ 1階きらめき広場にて
女性会員はもちろん男性会員もふるつてこ参力□ください |

開催時間、内容等詳細につきましては、ピンクリボンキヤン
ペーン n attta 2016ホ ームページをご覧<ださい。

・ 2[唇ぢましlF展轟襲雪属属す拭LttT覇是璽月発房磐嘉民 |
り、かなり若返りました。これから2年間、会員の皆様には、 |
層看警雰蓼万三哲夕3曽『雪与ふ|｀高肇125ぞ整籠R:|:3 1

■縣 相 て いる恥 、外は大軌 T鶏 不高 てぃま了薦 ¬
近九州地方では地震やその後大雨による土砂崩れと毎日ニュー |
スが絶えません。心痛む思いです。
みなさんがこれを読んでいるころは梅雨も明け暑さ対策に取り
組んでいるころでしようか。
今年は暑さ対策の為グリーンカーテンを作りました。今のとこ
ろ順調に生育しています。
ゴーャときゅうり等食材になるものを植えたので食からも暑さ
対策しようと思うのですが。
みなさんはどんな暑さ対策をしているのでしょうか。
万全の体制で今年の夏もみなさん元気にのりきりましよう。

(佐 々木)

■ジメジメとした梅雨空を見ていると、夏が待ち遠しくなりま
す。今年の秋田は久々に例年通りの梅雨らしい梅雨という感じ
がします。ここ数年、本来の梅雨のイメージとはかけ離れたゲ
リラ豪雨や激しい気温上昇などにより被害を及ぼしておりま
す。何か異常な気がするのは私だけでしようか。
春先には熊本を中心とした地震が起こり、さらに同じ九州をは
じめ西日本各地に被害を及ぼす集中豪雨など、遠隔地とはいえ
対岸の人事とは思えません。このような自然災害は秋田に住む
私達にとつても、いつ何時起こるか分りません。「災害は忘れ
たころにやつてくるJ日 常の生活を充実させながら、日頃から
災害時の対応を考えたいものですね。私的には体調管理からで

ぉ熱らせ゛」AR丁30050年勤続表彰のお知らせ
」AR丁では、表彰規程において会員の永年(30年、50

年)勤続を表彰するとされております。その要件は
①診療放射線技師籍登録後、放射線技師業務に30年以上
(あるいは50年以上)従事した会員

②」ART入会15年以上の会員
③本年度までに会奎未納の無い会員
④50年勤続表彰該当者は30年勤続表彰を受けた会員
となつております。
つ年度30年勤続表彰に該当される会員は、技師籍登録
1986年 (昭和61年 )の方々です。lrl年 、該当される会員
の皆様には、はがきや電話にてこ案内しております。本
年も同様にこ案内しますので、表彰を希望される会員は
県技師会HP/「会員の皆様へ」/「各種申請ダウンロー
ド」より「表彰関係(履歴書)」 をダウンロードし、こ記入の
上ご準備いただけますようよろしくお願いいたします。
なお、本推薦で」ART表彰委員会に受理された会員は
来年度開催されます学術大会にて表彰されることになっ
ております。当日、出席できないんには実状と記念品が
郵送される予定です。
また、今まで該当者(上記太字以前に技師籍を取得され

ている会員)でありながら推薦を希望されなかつた方でも
要件を満たす方は推薦いたしますので、こ連絡ください。

■先日実家から、さくらんぼが届きました。毎年おばと友人と実
家から届きます。定年退職後に本腰を入れた一番経験の浅い父
のさくらんぼが毎年一番すつぱいのですが今年は他にひけをと
らない甘さで、子供たちもやみつきでした。孫を喜ばせたくて、
大きい実がつくように雪解けの辺りから剪定し、実が大きく
なつたらさくらんぼにたくさん日光が当たるように葉つぱもぎ
をし、手間と愛1青 をかけて美味しく育てて送つてくれたんだな
と、ありがたく思います。もうすぐ70の父も80過ぎたおじも、
どうか、脚立から落ちませんように。 (平塚)

■初めての理事会からの帰り道のこと。この春、ニュースに引つ
張りたこのあの方に会えたのです。まさかこんな場所で会える
なんて思いもしてなかつたので、心底驚きました。テレビで見
るよりは小さく感じて、でもやつぱり会う人を ドキ ドキさせる
オーラは持つていました。鮭をくわえていたり、はちみつの壺
を持つていたり、熊本出身だつたりはしていませんでした。協
和の山中にいらつしゃいましたので、お近くを通る方は十分ご
注意ください。 (高橋)

■毎日通勤で由利本荘市と秋田市を車で往復しておりますが、こ
の冬は雪が少なかつたため通勤ス トレスが通常の半分以下と
いう当たり年でありました。春からは初めて県技師会の理事に
就任させていただき、たくさんの新しい出会いと経験をさせて
いただいておりますので、ますます当たり年を実感しておりま
す 11つ残念なことに、今年はアラフォーの始まりでもあると
いうことですが、仕事をしつかりこなし、新しいことにも挑戦
しながらその現実をゆつくり受け止めていこうと思つておりま
す。皆様よろしくお願いいたします。
秋田市では6月 からすでに竿灯まつりの準備が始まつておりま
す。職場の由利本荘市民とは若干盛り上がりに温度差を感じつ
つ、我ら、竿キチ (竿灯まつり大好き人間)親子も毎日頑張つて
おります。忙しくも楽しい夏を乗り切りたいと思います。

(渡部)

―1団
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すが  (笑) (大 隅)


